
平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報

第
二
十
条
の
二
の
六
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
二
十
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
の
二
の
五

と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
七
を
第
二
十
条
の
二
の
六
と
し
、
第
二
十
条
の
二
の
八
を
第
二
十
条
の
二
の
七
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
二
十
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
の
二
の
八

と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
十
中
「
第
二
十
条
の
二
の
十
二
」
を
「
第
二
十
条
の
二
の
十
一
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条

の
二
の
九
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
十
一
を
第
二
十
条
の
二
の
十
と
し
、
第
二
十
条
の
二
の
十
二
を
第
二
十
条
の
二
の
十
一
と
し
、

第
二
十
条
の
二
の
十
三
を
第
二
十
条
の
二
の
十
二
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
の
十
四
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、「
第
九
条
の
二
第
四
項
」

の
下
に
「
、
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、「
租
税

特
別
措
置
法
」
の
下
に
「
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
、」を
加
え
、「
第
四
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十

二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
の
二
の
十
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
損
金
の
額
等
に
算
入
し
た
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
が
あ
る
法
人
の
単
年
度
損
益
の
算
定
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二
の
十
四

法
第
七
十
二
条
の
十
八
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
連
結
申
告
法
人
以
外
の
内
国
法
人

の
各
事
業
年
度
の
単
年
度
損
益
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
内
国
法
人
が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人

税
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項
（
租
税
特
別
措
置
法
第

九
条
の
三
の
二
第
七
項
、
第
九
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
三
第
四
項
及
び
第

九
条
の
六
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き

は
、
当
該
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
単
年
度
損
益
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
を

損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２

法
第
七
十
二
条
の
十
八
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
連
結
申
告
法
人
の
各
事
業
年
度
の
単
年
度
損
益
を
算
定

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
連
結
申
告
法
人
が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人
税
法
第
八
十
一
条
の
十
五
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
、

第
九
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
三
第
四
項
及
び
第
九
条
の
六
の
四
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
当
該
連
結
申
告
法
人

の
各
事
業
年
度
の
単
年
度
損
益
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
を
個
別
帰
属
損
金
額
に

算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３

法
第
七
十
二
条
の
十
八
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
外
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
単
年
度
損
益
を
算
定
す
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
外
国
法
人
が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人
税
法
第
百
四
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
、
第
九
条
の

六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
三
第
四
項
及
び
第
九
条
の
六
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
当
該
外
国
法
人
の
各
事
業
年
度

の
単
年
度
損
益
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
を
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す

る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
九
条
の
二
第
四
項
」
の
下
に「
、
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
」

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
租
税
特
別
措
置
法
」
の
下
に
「
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
、」を
加
え
、「
第
四
十
二
条
第

二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
損
金
の
額
等
に
算
入
し
た
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
が
あ
る
法
人
の
所
得
の
算
定
の
特
例
）

第
二
十
一
条
の
二
の
三

法
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
連
結
申
告
法
人
以
外
の
内
国
法

人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
内
国
法
人
が
当
該
事

業
年
度
に
お
い
て
法
人
税
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項

（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三
の
二
第
七
項
、
第
九
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の

六
の
三
第
四
項
及
び
第
九
条
の
六
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の

適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
当
該
内
国
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
当
該
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
を
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２

法
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
連
結
申
告
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事

業
年
度
の
所
得
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
連
結
申
告
法
人
が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人
税
法
第
八

十
一
条
の
十
五
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九

条
の
三
の
二
第
七
項
、
第
九
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
三
第
四
項
及
び
第
九

条
の
六
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き

は
、
当
該
連
結
申
告
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
配

時
調
整
外
国
税
相
当
額
を
個
別
帰
属
損
金
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３

法
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
外
国
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年

度
の
所
得
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
外
国
法
人
が
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
法
人
税
法
第
百
四
十
四
条

の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
分
配
時
調
整
外
国
税
相
当
額
に
つ
き
、
同
項
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
条
の
三
の

二
第
七
項
、
第
九
条
の
六
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
二
第
四
項
、
第
九
条
の
六
の
三
第
四
項
及
び
第
九
条
の
六
の

四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
当
該
外

国
法
人
の
事
業
税
の
課
税
標
準
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
分
配
時
調
整
外
国
税
相

当
額
を
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」

に
、「
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に

改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
二
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
一
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
三
項
」

を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
一
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
第
七
十
二
条
の
三
十
三
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
二
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
二
項
」
を
「
第
七

十
二
条
の
三
十
一
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
第
七
十
二

条
の
三
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
三
十
一
第
一
項
」
に
、「
法
第
七
十
二
条
の
三
十
三
第
二
項
」
を
「
同
条

第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
九
の
二
第
四
項
中
「
附
則
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
を「
附
則
第
四
十
八
条
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
条
」
に
、「
前
年
の
所
得
に
つ
き
適
用
さ
れ
た
所
得
税
法
第

八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
礎
控
除
の
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
の
二
第
二
項
中
「
前
年
の
所
得
に
つ
き
適
用
さ
れ
た
所
得
税
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基

礎
控
除
の
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
三
第
一
号
中
「
金
額
は
」
の
下
に
「
、
当
該
条
例
で
基
本
額
と
し
て
定
め
る
一
定
金
額
に
」
を
加

え
、「
当
該
条
例
で
基
本
額
と
し
て
定
め
る
一
定
金
額
に
」
を
削
り
、「
金
額
（
」
を
「
金
額
に
、
十
万
円
を
加
算
し
た

金
額
（
」
に
、「
当
該
乗
じ
て
得
た
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
前
年
の
所
得
に
つ
き
適
用
さ
れ
た
所
得
税
法
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
礎
控

除
の
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
四
十
八
万
円
」
に
改
め
る
。




		2018-03-31T16:57:22+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




